　教材研究ノート№3-A-14
≪学習問題≫
１こ23円のみかんを30個買います。
代金はいくらになるでしょうか。




①本時を構想する上でポイントとなる素地
○問題解決のための知識・技能
・（2位数）×(1位数)，（2位数）×10の計算ができる。
○既習とつなぐ見方・考え方
・アレイ図を用いてかけ計算の仕方を考えている。
○共同追究でのゆさぶり
・(2位数)をかけるかけ算の仕組を考える場を設ける。
○ゆさぶりに対応する経験
・乗法の結合法則を学習している。
・どんな数でも10倍すると，位が1つ上がり右端に0を1つつけた数になることを学習している。
≪定着・活用問題≫
授業計画･実施記録
主眼
≪学習問題≫
















②見通し: 23×30と，かける数が何十になっている。
→23×3や23×10だったらできる。


１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには

②学習課題:23×30の計算の仕方を，23×3や23×10の計算をもとにして，図や式を使って考えよう。




③個人追究:23×30の計算の仕方を図や式を使って考え説明する。

④共同追究前半（解法の説明）
「どのように計算したのか，図と式で説明しよう」
→「23×3＝69，69×10＝690」「23×10＝230，230×3＝690」






④共同追究後半（思考を深める）
「いつでも簡単に計算できるのはどちらだろう」
→「23×3を先に計算して後で10倍した方が，計算が楽になる。」
「23×30＝(23×3)×10で求められる。」




⑤まとめ（児童生徒の言葉で）
・30を3×10や10×3と考えて，図を使えば説明できる。
・23×30＝(23×3)×10のように，×(何十)の計算は，×(何十)を×(何)×10と考えて計算すればよい。





⑥定着･活用問題
(1) 58×30の計算の仕方を説明しましょう。

(2) 次の計算をしましょう。
① 14×20　　② 12×40　　③ 25×30　　④ 2×90
　⑤ 48×60　　⑥ 34×80　　⑦ 65×40　　⑧ 20×70






＜本時の展開に当たっての留意点＞
・既習のかけ算との違いを問いかけ，×（何十）という2けたの数をかけるかけ算の仕方を考えるという課題をとらえさせる。
・見通しをもつ場面では，「どんな計算だったらできるのか」と問い，23×3や23×10といった既習の計算を子どもから引きだすとともに，アレイ図ではどこに表れているのか確認する。
・共同追究において，後で10倍した方が計算を楽にできることを感得する場面を設ける。


【板書計画】
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